
 
 

        平成２０年６月９日 
                          住友ベークライト株式会社 

工業用フェノール樹脂の価格改定について 

        

住友ベークライト株式会社（本社：東京都品川区、社長：小川富太郎）は、国内のフェノ

ールモノマー価格が、２００５年４月以降毎月のベンゼン価格に連動した値決めになった 
ことを受けて、３ヶ月毎に製品価格の適正化をお客様にお願いしてまいりました。 
 
昨今の異常な原油価格高騰に伴い、ベンゼン価格も大幅な上昇を示しております。 
６月アジア契約価格の１，３１０ドル／トンは、年初来３２５ドル／トンの大幅な値上げ

となっております。 
またフェノールに限らず、副原料の石化製品も軒並みに高騰しております。また天産品に

ついても資源国での燃料への転化利用や輸出規制など価格上昇は枚挙に暇がありません。 
この様な状況下で、フェノールメーカーは減産により輸出市況を引き締めるなど様々な値

上げを実施しています。また原油価格上昇に併せ、諸費用転嫁を進めるなど強硬な手段を

講じてきております。弊社は、従来にもまして生産コストダウンを図ることで増加費用の

内部吸収を進めてまいりましたが、フェノールモノマーなど主原料以外の副原料価格上昇

も大きく、自社のコスト負担の限界を超えるに至っております。 
 
ここ数年に渡る原料価格の高騰が続く中、弊社の事業採算は大幅に悪化し、到底受け入れ

られる環境ではありません。しかし、お客様への安定供給を果たすことが弊社の使命であ

ると考え、原料価格値上げを呑まざるを得ないと判断し、弊社フェノールレジン製品価格

の改定を以下のように申し入れることといたしました。 
 

記 
   １）価格改定  フェノール樹脂製品価格を改定する   

固形製品   ＠６５円／ｋｇ 
                    液状製品   ＠４８円／ｋｇ 
 
   ２）実施時期  ２００８年７月１日出荷日より 

以上 
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